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第
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小学校で は ､ 幼 ･

小
･

申達携研究主題 を受け､ 教育目標との 関連を重視しながら
､
以下 の よう に研究の全

体像を構想し ､ 第 1 年次の研究内容を設定した｡
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Ⅱ 小学校の♯ 1 年次のgF朱書JL

附属長岡校固 の 教育理念から見て ､ ｢ 創造的な知性を培う｣ 授業で めざす子 ども像の 具現 の ため に ､ 研究

課題 を想定して いく ことはもちろん で あ るが ､ 同時に こ れまで の小学校の 研究系譜も大切に して研究課題 に

迫 っ て い こうと考えた ｡

1 研究系譜から見た研究課題

本研究 ｢ 創造的な知性を培う｣ で め ざす子 どもは､ 教育目標 ｢ 独立自尊｣ で もとめる具体的行動特性｢ 新

しい価値を つ くり だす｣ 子 どもで ある ｡ それ を具現する ため に は､ それまで の 研究で大切に して きた ｢ 相

手を尊重す る｣ 行動特性及び ｢ ねばり強く追求す る｣ 行動特性を生か しながら授業作りを行 っ て いく こ と

が大切 になる ｡ それ は､ 前研究 ｢ 学びを つ なぐ｣ の 知見や前々 研究｢『わた し』 が つ くる学習｣ の 知見を生

か して い く こ とで もある ｡

私たちが ､ 本研究を進め る にあた っ て ､ 最も意識 し､ 参考に したの は､ 平成 5 年度から行われた ｢ 子 ど

もが問 い 続け る授業一感性を生かして - ｣ 研究で ある ｡

こ の研究で は ､ 感性的追求と論理的追求の うねり の 振幅を大きくす る単元構成 により､ 実感
･ 納得や成

就感 ･ 満足感を得ながら学習す る ことを求めた ｡ 感性を生かして子 どもが問 い 続ける授業をめざして い る

の で
､ 論理的追求を定義して い る教科は社会科と算数科の 2 教科で あり ､ 感性と対応する論理を どう生か

す か ､ 論理的追求を どの ように組織するかな どに つ い て は ､ 中心的に は扱われて い ない ｡

そ こ で
､ 本研究における小学校の 切り口 と して は ､ まずは ､ 子 どもが ｢ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣

を働かせ る こ との価値を見出そうと した ｡ そ の ために ､ 今､ 各教科等で求める学びは何か､ そ こ に寄与す

る ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ と は､ どん な見方
･ 考え方なの かを明らかに しようとした ｡ 子 どもが ､

学習過程に おい て ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働かせ るとき ､
どの ような様相になる の か ､ 子 ども

が ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働かせようとする とき､ ど の ように ｢ 感性｣ を働かせ る の かを明ら

か に しようとした｡ ｢ 感性｣ に つ い て は､ 感性研究で得られ た知見である ､ ｢ 問題追求との かかわりで と

ら えた 『感性』 の 働き｣ 及び ｢ 追求の中で 生かす 『感性』( 体感､ 感受 ､ 感情 ､
イ メ ー ジ

､ 共感)｣ をもとに

して ､ 各教科等で仮に定義して ､ 実践研究を行 っ てきた｡

小学校として は ､ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を足がかり に して研究を進めることに より ､ 平成 5

年度から取り組ん だ感性研究との 違い を出そうとしたの である ｡

2 幼 ･ 小 ･ 中連携研究を受けて の研究課題

研究系譜を踏まえ ､ 幼 ･ 小 ･ 申達携研究の 課題 を受けながら､ 以下 の 5 つ 研究課題を設定した｡

① 研究主題 ｢ 創造的な知性を培う｣ 授業で めざす子ども像を具現する教育課程編成における新設教

科等の 位置づ けの 明確化

② 研究主題 ｢ 創造的な知性を培う｣ にお い て 各教科等で 求める学びを ､ ｢ 感性｣ と ｢ 科学的なもの

の 見方 ･ 考え方｣ と の 関係から明らか に し､ 各教科等の研究計画 を作成す る ｡

⑨ ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を はぐくむ ､ 科学系教科の 幼 ･ ′ト 申達携カリ

キ ュ ラ ム の 作成

④ ｢ 感性｣｢ 科学的なもの の 見方
･ 考え方｣ を働かせ る学習過程 の作成

⑤ ｢ 科学的な感性､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ の は ぐぐみ に つ い て の 評価活動の 充実
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1 教育課程編成にお ける新設教科等の位置づけの 明確化

｢ 自然科学科｣ ､ 算数科､ ｢ 科学探究科｣ の新設 ･ 時数増の 趣旨､ 基本方針､ 目標に つ い て は ､ 第Ⅱ章( p

l l - ) に 述 べ た通りで ある ｡ それぞれ の 各学年の 目標及び指導内容は､ ｢ 平成1 5 年度 研究開発実施報告

書 ･ 第1 年次｣( 文部科学省に提出用として製本) に示して い る ｡

新設 ･ 時数増教科と他教科等との 指導内容 ･ 指導時数の 関係及 び ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ の は

ぐくみの 関係を整理 し､ 以下 の よう に小学校の 教育課程を構想した｡
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(1) 新設 ･ 時数増教科と他教科等との指導内容 ･ 指導時数の 関係

｢ 自然科学科｣ の 指導内容は ､ 従来の 理科の 指導内容を土台と して ､ 理科 ･ 科学の概念 ･ 認識と歴史

や経清､ 文化や倫理な どに つ い て の 価値観を含み込 ん だもの に な っ て い る ｡ そ こ で ､ ｢ 自然科学科｣ の

授業時数は ､ 理科か ら3 5 0 時間､ 生活科から6 0 時間､ 国語科か ら4 0 時間 ､ 社会科か ら1 5 時間､ 家庭科か

ら1 0 時間 ､ 総合的な学習の 時間から9 5 時間を取り入れ ､
5 7 0 時間で 構成して い る ｡

算数科の 指導内容は ､ 数理 の 世界の 再体系化を図る こと ､ 数量 ･

図形に つ い て の 感覚を豊か にす る こ

とを大切 にし ､ 社会 ･ 文化 ･ 自然事象に つ い て数理的に調べ たり ､
数量 ･

図形 にかかわる歴 史や 文化を

調 べ たりする こ とを含み 込 んで い る ｡ そ こ で ､ 算数科は ､
4 5 時間 の 時数増を行う ｡ これは､ 総合的な学

習の 時間から4 5 時間を取り入れて い る ｡

｢ 科学探究科｣ は ､ ｢ 自然科学科｣ や時数増を図 っ た算数科の指導内容を超えて ､ 知の 総合化を図 る

新たな指導内容を設定して い る ｡ ｢ 科学探究科｣ の 授業時数は ､
1 4 0 時間で ある ｡ こ の 時間 は､ 現段階

で は総授業時数増に より村応して い る ｡ 研究開発学校の指定期間を考慮し､ 今後は ､ 給授業時数を超 え

ない 教育課程の編成に進む予定で ある ｡

標準時数を増減した教科等の 平成1 6 年度に おける授業時数

国語 社会 算数
自然

科学
生活 音楽 図_

~~
r二 家庭 体育 道徳 特活

科学

探究

総合

人間
英語 総時数

第1

学年

26 2

(- 1 0)

1 1 4 4 0

( + 4 0)

72

(- 30)

68 68 90 3 4 3 4 782

( ±0)

第2

学年

2 70

(- 10)

1 5 5 4 0

( + 4 0)

7 5

(- 30)

70 70 9 0 3 5 3 5 84 0

( ±0)

第3

学年

22 5

(- 10)

70 160

( + 10)

100

( + 3 0)

6 0 60 9 0 3 5 3 5 1 10( + 5) 9 4 5

( + 3 5)3 5 40 3 5

第4

学年

22 5

( - 10)

85 16 0

( + 1 0)

1 2 0

( + 3 0)

60 6 0 9 0 3 5 3 5 1 10( + 5) 980

( + 3 5)3 5 40 3 5

第5

学年

180 85

ト50)

16 0

( + 10)

135

( + 4 0)

50 50 5 5

( - 5)

90 35 3 5 10 5( - 5) 980

( + 3 5)3 5 3 5 3 5

第6

学年

175 90

(- 10)

160

( 十15)

135

( + 4 0)

50 5 0 50

( - 5)

90 3 5 35 10 5 卜 5) 980

( + 3 5)3 5 3 5 3 5

総授業 13 3 7 330 91 4 5 70 1 4 7 3 58 3 58 1 0 5 5 4 0 2 09 35 43 0 5 50 7

時 数( - 40) ( - 1 5) ( + 4 5) ( + 220) ( - 6 0) ( - 10) 1 40 1 50 1 4 0 ( + 1 40)

* 第3 ､
4 学年 の科学探究科は､ 平成17 年度の 実施に向けて ､ 試行的に行 っ て い る ｡

* 接続期 ｢ かがく｣ の授業時数は､ 第 1 学年に おける 1 学期 ｢ 自然科学科｣ のうち13 時間､ 算数科のうち2 9 時間

を当て ､
4 2 時間とし て実施して い る ｡

( 2) 新設 ･ 時数増教科に おける ｢ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ の はぐく み

｢ 自然科学科｣ ､ 算数科､
｢ 科学探究科｣ の相互 の 関連を考え ､ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ の ど

の 部分を担うかを明らかに して ､ 教育課程を編成しようとして きた ｡

｢ 自然科学科｣ で は ､
比較したり ､ 要因を抽出したり ､ 条件を統制したり ､ 多面的に考察したりして

とらえた自然の事物 ･ 現象の 性質や規則を ､ 日常生活との かかわりからその 有用性を実感して い くとい

う実証性の 視点から教育課程を編成 し ､ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ の 分析的な面をはぐくもうと

して い る ｡

算数科は ､ 分析的にとらえた ､
美しさ ･ おもしろ さ ､ 有用性を生み 出す規則性

･ 法則性 に基づ い て ､

論理的に推論す る面を中心 にはぐく む教育課程を編成して い る ｡

｢ 科学探究科｣ は ､ ｢ 自然科学科｣ ､ 算数科及び他教科等で 身に つ けた知識や学び方を発揮 して ､ 身の

回りの 社会的事象､ 文化的事象等 に内在す る様々 な価値をとら え､ 自分にと っ て の価値を総合的 に判断

し行動化して い く教育課程を編成 し､ ｢ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ の 分析的な思考力と論理的な思

考力に基づ い た総合的な思考力をは ぐく もう として い る ｡
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(3) 授業時数減を行う教科に お ける削減する指導内容とその補完

①国語科の 時数減に つ い て

1 年国語科 - 1 0 時間 2 年国語科 - 1 0 時間

3 年国語科 - 1 0 時間 4 年国語科 - 1 0 時間

ア . 国語科時数減の 方針

従来､ 説明文の 内容から興味をも っ たテ
ー

マ に つ い て ､ 生き物の 秘密を探 っ たり､
生物の 暮らす

環境を調べ たりする読書活動とその まとめの 作文等が国語科にお い て行われて きた｡ こ の 学習自体

は
､ 国語科が科学系教科 に対して果たす基本的な情報収集､ 表現の 力を育て る大切 なもの で ある ｡

子どもは､ 説明文教材に触発されて生 き物を選ぶ
一

方で ､ 子ども自身の 自然体験に基 づかな い生

物やテ ー

マ を選ん で しまう ことがあ っ た｡ 自分と の関係性が不明確なまま情報収集に入り､ 追求意

欲が持続しなか っ たり､ 関係性をもとに した深い テ ー マ 追求が なされずに形式的な表現活動にな っ

て しまう子どもが見られた｡
一

人
一

人 の子どもが ､ 自分との 関係性や明らかに したい こ とが明確な

状況で ､ 図書等による情報収集､ 表現活動に入る ことが ､ 子ども にと っ て充実した学び になる と考

える ｡

国語科と ｢ 自然科学科｣ の合科 ･ 関連指導をとる こ とも可能である が､ そ の場合､ 説明文教材の

影響を強く受ける状態で ､ 調 べ る生物や テ ー マ を決める こと にな っ て しまう ｡ その 調べ 活動で は ､

文章上 の理解が中心 となり､ 言葉が指し示す実物との つ ながりを読解 ､ 表現活動に取り入れる こ と

に難しさがある ｡ そ こ で ､ ｢ 自然科学科｣ の 学習にお い て ､ 子 どもが実際に触れ合い ､ 観察をもと

に して興味 ･

関心 ､ 問題意識を高めた生き物やその 生態に つ い て ､ 明確なテ ー

マ を持 っ て様々 訓育

報収集活動を行う ことを大切 に して い くことができるよう に ､ ｢ 自然科学科｣ に国語科の 内容 ､ 時

数を加える ことに する｡

イ . 時数減の 具体的事項

第1 - 4 学年の 国語科にお い て は､ 従来説明文指導と関連的に指導してきた以下の 学習のうち､

図鑑な どを調べ て紹介する1 0 時間分を ｢ 自然科学科｣ に移行する ｡

○第1 学年

｢ 生き物の ひ み つ を探ろう｣ にお い て ､ 説明文｢ かくれて いる の はなあに｣ と関連的に指導する

｢ 生き物の 身の かくし方を調べ て ノ
ー

ト にま とめて
､ 絵や文で友達に紹介する活動｣ ( B 書くこ

と ･ イ取材 ､
エ 事柄の 順序)( C 読む こと ･ ア興味を持 っ て読む) を ｢ 自然科学科｣ に移行する ｡

○第 2 学年

｢ 生き物の 秘密を探ろう｣ にお い て ､ 説明文 ｢ すみれとあり｣｢ 鳥の ちえ｣ と関連的に指導す

る ｢ 図書資料を探して 読み ､ 0 0 の 知恵と題 して 簡単な紹介文を書き､ 発表する活動｣( B 書く

こ と ･ イ取材 ､
エ 事柄の 順序)( C 読むこ と ･

ア興味を持 っ て読む) を｢ 自然科学科｣ に移行する ｡

○第 3 学年

｢ 観察したこ とを書こう ( 観察記録文)｣ における ｢ 植物や昆虫な どの観察カ
ー

ドに記録した

ことをもとに して
､ 調 べ て 分か っ た ことを観察記録文を書く活動｣( B 書く こと ･ イ取材､

エ 中

心) を ｢ 自然科学科｣ に移行する ｡

○第 4 学年

｢ 生物の 環境に つ い て 考え よう｣ に おい て ､ 説明文 ｢ 花を見つ ける手がかり｣｢ とん ぼの 楽園

づくり｣ と関連的に指導する ｢ こん虫の 生きる環境に つ い て書かれた文章を読み ､ 調 べ たこと

をまとめる活動｣( B 書くこと ･ イ取材 ､
エ 中心)( C 読むこ と ･ ア興味を持 っ て読む) を ｢ 自然

科学科｣ に移行す る ｡
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②社会科の 時数減に つ い て

5 年社会科 - 5 時間 6 年社会科 - 1 0 時間

ア . 5 年社会科の 時数減に つ い て

5 年社会科の 時数減 ( 5 時間) は ､ 内容(4) ｢ 我が国の 国土 の 自然な どの様子に つ い て ､ 次 の こと

を地図そ の 他の資料を活用 して調べ ､ 国土 の 環境が人 々 の 生活や産業と密接な関連をも っ て い る こ

とを考えるよう にする｣ にあたる ｡ こ の 内容( 4) に つ い て は､ ｢ 自然科学科｣ 5 年 の内容 < 天気 > ｢ り

気温 の 変化､ 降雨 ､ 大気の 対流と い っ た気象現象は相互 に関連しあい ､ 人 々 の 暮らしとも相互 に 関

係しあ っ て い る こと｣ の 中に入れ込ん で行 っ て い く ｡

｢ 自然科学科｣ で この内容を取り上げる ことに より ､ ｢ 日本の 各地 で気候が異な っ て い る ことや

それは季節風 ､ 地形等の 理由に よ っ て い る こと｣ と ｢ 気候の 違いが特色のある違い を生み 出 して い

る こと｣ が結び つ き､
天気と人々 の 暮ら しの 関係が子 どもに は っ きりと意識されてくる ｡

気候の 違い の 理由を考えて い くこ とは､ 日本の 地形をとらえて いく ことに もなり ､ ｢ 気象現象｣

と ｢ 日本の 国土｣ ､ あ る い は ｢ 気候と暮らしと の 関連｣ とが関係づけられ ､ 様 々 な事象の関連づ けを

図 っ たり､ 多面的に考えたりしなが ら ､ 学習内容を獲得し ､ 自然認識や社会認識を形成して い く姿

が期待で きる ｡

イ . 6 年生 の 時数減に つ い て

6 年生の 時数減 (1 0 時間) は､ 内容( 1) キ ｢ 科学の 発展｣ ､ 内容(2) ｢ 我が国の 政治の働き｣ にあてる ｡

科学の 発展を ､ 自然科学科で取り上げる ことによ っ て ､ 科学的な根拠､ 科学的な価値を よりは っ

きりさせる ｡ そ の ことに より ､ 科学の発展に尽くした人 々 の 工夫 ･ 努力も社会科が取り上げるより

一

層明らか に なる ことが期待で きる ｡

また人 の 営みと結び つ けて ｢ 科学｣ をとらえて い くこ とにより､ ｢ 科学を創る｣ と い う本研究開

発の理念に 向かうこ とが期待される ｡ 自然科学科6 年 < 生物とそ の循環 > の 中で取り上 げる ことを

想定して い る ｡

我が国の 政治の 働きに つ い て は ､ 特に災害復旧 の取組に つ い て ､
｢ 自然科学科｣ の ｢ 自然災害や

人 々 の暮ら し｣ で取り上げて指導する｡

｢ 自然科学科｣ で取り上げる ことに より ､ 例えば栖吉川の 洪水が どう して 多か っ た の か ､ それを

どのよう に して 防ごうとしたの かが科学的に明 らか にされ ､ 地形と結び つ けて その要因を つ きとめ

たり､ 人 々 の 知恵や努力もとら えて いく ことが で きる ｡

③家庭科の 時数減に つ い て

5 年家庭科 - 5 時間 6 年家庭科 - 5 時間

家庭科 の 時数減 (1 0 時間) は ､ ｢ 内容( 6) 住ま い 方に関心 を持 っ て ､ 身の 回り を快適に整える こと

がで きる ようにす る ｡ イ 身の 回りを快適に整え るための 手だてや工 夫を調べ ､ 気持ちよい 住ま い

方を考える こと ｡｣ に あたり ､ 暖かさ ､ 風通 し､ 明 るさな どから選択して取り上げて取り扱うこ とに

な っ て い る ｡

住ま い 方は ､ 家庭環境や地域環境に よる違い が 出やすい の で ､ 課題や学習展開を工 夫す るように

しなければ ならな い ｡ 自然科学科で取り上 げる こ とにより ､ 家庭生活の 背景にある太陽や天気な ど

の 自然､ 様 々 な エ ネ ル ギ ー

､ 情報や科学技術の 進歩と生活と の 関わり の 中から ､ 課題 を見出 し追究

して い くこ とがで き ると考えた｡ 子どもたちが ､
こ の 内容を ､

よ り広い 視野 に立ち発展的 に学ん で

い くこ とを期待した ｡
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また
､ 家庭科で は､ 自分の 家庭生活と近隣の 人々 や環境との 調和を考えなが ら､ 共に豊かな生活

を営ん で い こうとす る ことを目指して い る ｡ 自然科学科で取り上げる こ とに よ っ て
､ 環境に配慮し

た二1二夫 へ の 意識をより高め られ ると考えた ｡

2 各教科等で求める学び

｢ 創造的な知性を培う｣ ために ､ 各教科等の 学びは従来と比 べ て どの ように変わ っ て い けばよい の か｡

前研究まで で 求めて きた各教科等の 学びをもとに ､ 新し い 各教科等の 求める学びを明らかに してきた｡

仮に設定した研究計画をもとに授業研を実施し､ その 評価の 上で研究計画を見直す ことを繰り返 し､ 下

表の よう な学びを各教科等で具現して い くこ とで ､
より広い 見地から新たな概念､ 認識 ､ 価値観を創りあ

げて い く こ とができる と考える ｡

各教科等求める学び 科 学 的 な 感 性 科学的なも の の見方 . 考え方
揺
{ = =土ご
身の 回りの 自然事象や数量 . 図形 身の回りの 自然や数量 . 囲形に 身の 回りの 自然事象や数量

.

図形
希冗
期 を村象に主体的に働きかけ､ 仲間と つ い て

､ 美 しさや面白さ ､ 不思議 に つ い て ､ よく見たり比 べ たりして
､

｢

カ､
か か わりながら ､ 性質､ 規則性 . 法 さを感じ､ 性質や規則性の よさを よりよ い 方法を見出す力

カ
ゞ

く
｣

則性を見出し ､ 自分の 生活に生か し

て い く学び

生活に生かそうとする力

算
事象を数理 的に とらえ､ 数理を再 数量 . 図形に対する美 しさ

､ 面白 数量
.

図形 に つ い て ､ 論理的 に推

体系化する学び さ ､ 有用性､ 規則性 . 法則性など 諭し､ 推論したもの を既有の 概念､

数 の 価値 を感 じ取り､ 数 理 的なイ

メ
- ジを 生み出す力

原理
.

法則な どと関係づける力

自

然

料

学

自然の事物 . 現象 の性質や規則性を 様々 な自然の事物 t 現象 に つ い 科学と生活とを関係づけ､ そ の 有用
生活の中で とらえなおす学び て観察や実験を通して追求して い

く価値を感 じる力

科学的な概念と人 々 の 生活と の

かかわりを見出そうとする力

性を実証する力

料

学
探
究

事象との巧
､ か わり方や自分の在り くら しに かかわる事象の も つ 科 事象を様々 な価値からとらえ ､ 自

方を考えて い く学び 学的な根拠や規則性に目 を向けて
い く力

分に と つ て の 価値を見直して いく力

各教科等求め る学び 感 性 科学的なもの の見方 . 考え方

国

ラ五
ロ口

表現 に つ い て の 認識と望ま し い 人 通じ合 い を求め ､ 表現の 質を高 状況を踏まえて
一

貫性 . 妥当性を検

間関係を求める価値を包括的にとら

え､ 相手の 立場や考えを尊重する通

じ合 い を求める学び

めようとする力 討し､ 選択 . 決定する力

社

会

よりよ い 社会生 活を具現する ため の 社会を創り出す人間の 知恵と努 事象と事象とを関係的に とらえ
､

新 たな社会認識を創り出す学び 力に目を向けようとする力 社会生活を多面的に意味づ けようと

する力

普 歌詞や曲趣から感受した情感と表 歌詞や曲趣をとらえ直し､ 思 い 歌声の 響きを聴きわけて旋律､ リ

硯技法の 習得とをかか わらせ ながら め ぐらす力 ズム
､ 曲の構成と情感とを関係づけ

楽 自分の 表現を つ くりあげて い く学び る力

図

工

表現主題をふくらませ 新たな造形技 表現対象をとらえ直す力 視点をは つ きりさせ て複数の 材料

能を形成して いくことで ､ 自分にとつ て や表現方法を比較し造形化の 可能性
の新たな造形表硯をつくりだす学び を見出す力

秦

庭

家族や地域の 人々と共に生活し て 家庭生活を支える人 . も の . こ 自分や家族の家庭生活を多面的に

いくため に ､
よ りよ い 家庭生活を自 とを多様に 見出す力 とらえ ､ 分析的､ 総合的に見ようと

らも創ろうとする学び する力

体

ゴく

‖

運動 の新たな学び方を自覚し ､ その 動きをリズ ム とし て とら えて い 動きと体の 部位の 使 い 方とを関係

学び方を生か し て動きを追求する喜

びを見出す学び

く力 づ け て動きの ポイ ン トを見出す力

追

徳

道徳的価値の 自覚を深め ､
こ れか 道徳的問題場面で の道徳的価値 仲間の価値観を自分の 中に取り入

ら の 自分の 行為 を支える価値観 を と自分の行為や価値観との 矛盾を れ ､ 続合して い く力

創 つ て い く学び 感じ る力

健

顔

健康の 大切さを感じ取り ､ 健康で 健康課題 に対し て自分の 心や体 よ り健廉で 安全な生 活に 向け ､ 自

安全 な生活を自ら つくりあげて い く の状態を感じ取る力 分の取ろうとする行動を分析 . 決定

学び し て い く力
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各教科等で求め る ｢ 感性｣ ､ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を はぐくむため に は､ 従来と学習過程が ど

の よ うに変わる の か ｡ どの ように ､
｢ 感性｣ ､ ｢ 科学的なもの の 見方

･ 考え方｣ を働かせ る よう に単元 ､ 授

業を構想すればよ い の か ｡ 具体的な教師の 働きかけは ､ どの ようにあればい い か｡ 新設教科等と各教科等

の 学びは ､
どの よう な関連を図る ことがよ い か ｡ こ れらは ､ ｢ 感性｣ ､ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を

はぐくむ教育課程程にお い て ､ 各教科等が どの よう な子笠割を果たすかを明らかにす る こ とで ある ｡ 具体的

な提案は ､ 各教科等の 研究計画に示して い る ｡

3 科学系教科の幼 ･ 小 ･ 中連携カリキ ュ ラムの 作成

(1) 幼 ･ 小接続期 ｢ か がく｣ の 設定

幼稚園 の 内容領域 ｢ かがく｣ から小学校自然科学科､ 算数科 - のr
l~
H 骨な移行を図るため に ､ 幼 ･

小接

続期を設定した ｡ そして ､ 幼 ･

小接続期 ｢ かがく｣ の 基本方針､ 研究計画を仮に措い て ､ 授業研究

を進め て きた ｡

活 動 名 自然事象に関する概念 数量 . 図形に関す る概念

1 1 月 ｢ ヤ ッ ホ ー ひ ろ ば . 1 0 0 ね ん の もり 木の 葉や木の 実の特徴や 数かぞえ ( 集合数)

1 2 月 たん け んた い｣ 性質 なんばん め ( 順序数)

草花 - の 親しみ ､ 特徴

成長と変化､ 環境

形や 大きさくら ベ

｢ ゲ
ー ムやさ んを ひら こう｣ 回転する仕組み 形､ 時間

○こま遊 び ゴ ム の 性質 長さくらベ

○ ゴ ム 遊 び 形 ､ 大きさ

｢ クリ ス マ ス かざりを つ くろう｣

1 月 ｢ ふ ゆ の あそびをたの しもう｣ 雪
. 氷 の性質 数かぞえ

2 月

3 月

○ お正月遊 び

○雪 . 水遊 び

○′トさな春探し

5 まで の 数の 合成 . 分解

4 月 ｢ ヤ ッ ホ ー ひ ろ ば の い きもの をみ つ け 昆虫や小動物の 特徴 ､ 世 数探 し (集合数)

よう｣ 請 形や大きさくらベ

○生き物探し

○草花遊び

草花の 特徴や性質 1 0 まで の数の 合成 . 分解

5 月 ｢ お花が い つ ぱ い｣

○花の 苗 . 栽培

植物の 栽培 数､ なん ばん め

｢ かぜ の ちからを つ か つ て あそ ばう｣ 空気の 性質 長さ

○風 を使 つ た遊び 風 の 性質

6 F3 ｢ ヤ ッ ホ
ー ひ ろ ば の いきもの の で きご 昆虫や草花の 特徴 数

とをしらせ よう｣ 季節な どに よ る変化 たし算 ( 合併 . 増加)

○生 き物マ ッ プ作り

○生 き物の 問題作り

ひ き算 ( 求残 ､ 求差)
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幼 ･

小接続期 ｢ かがく｣ は､ 身の 回りの 自然事象や数量 ･

図形に対して 主体的に働きかけ ､ 仲間とか

か わりながら
､ 性質 ､

規則性 ･ 法則性を見.T . し ､ 自分の 生活や遊 びに生か して い く学びを求めて い る ｡

これ は､ 幼稚園の 内容領域 ｢ かがく｣ で取り 卜げたもの の 性質や仕組み に つ い て の 子 どもの 気づきが ､

｢ 自然科学科｣ や算数科に つ なが っ て い く こ とをねらうとともに ､ 幼児期に おい て楽しく友達と遊 ん だ

経験を生 かし ､ 仲間とかかわり合 っ て学ぶ 喜びや楽しさを子 どもが感じる ことをねら っ て い る ｡

第1 年次は ､ 幼 ･

小接続期 ｢ かがく｣ のうち 2 実践を行うこ とがで きた ｡

｢ かぜ の ちからを つ か っ てあそばう｣ にお い て は ､ 帆の 形や大きさ に よる風 の 受け方の 違い に つ い て の

仮説をもとに して ､ 車や帆の 形を変えて試行錯誤する姿が見られた ｡ そ の 過程で は､ 走 っ た距離 ( ト ン

ネ ル の 数) をもとに帆の風 の 受け方を比較する ことで ､ 仮説の 検証を数量 で行う姿が見られた ｡

｢ ヤ ッ ホ ー ひ ろ ば の い きもの の で き ごとを しらせ よう - たしざん や ひきざん の もん だ い を つ く ろう
- ｣ にお い て は､ 生き物 の生態や生 き物にかかわる 出来事をもと に加減の 問題 を作り ､ 問題 を出し合う

活動を行 っ た｡ 自然事象に おける数の 増減をもとに ､ 加法 ･ 減法を利用する こ との 有用性を感じる姿は

見られたが ､ 問題 を出し合う場面で は仲間と相互に働きか ける姿が十分表出したとは言えなか っ た｡ 2

実践とその 成果 ･ 課題 に つ い て は､ p 5 7 以降に詳しく述 べ て い る ｡

子 どもに ｢ 比 べ る ､ 順序立 てる ､ 分類する
､ 村応づ ける｣ な どの ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を

はぐく むため には ､ 条件や結果を表すため の 数量 ･

図形を用 い て試行錯誤し､ 数理的な方法の 有用性を

感じて い くことが大切 なこ とが見えて きた ｡ さらに ､ 仲間同士の かかわり合い が ､ 自然事象や数量 ･

図

形 の 性質､ 規則性 ･ 法則性を見出すこと に役立 っ て い く に は､ どの ようなかかわりを促すことが大切か

を明らか に して い く必要があ る ｡

(2) ｢ 科学的な感性 ､ 科学的 なもの の 見方 ･ 考え方｣ を は ぐくむ連携カリキ ュ ラム の作成

幼稚園から小学校 ､ 小学校から中学校 - の 学びの 連続性を高める こ とをめ ざして きた ｡

｢ 自然科学科｣ の 幼 ･

小
･

申達携 カリキ ュ ラ ム にお い て ､ A 区分 ｢ 生命の 連続｣ ､ B 区分 ｢ 物質の 成り

立ち ･ エ ネ ル ギ ー ｣ ､ C 区分 ｢ 時間的 ･

空 間的な広がり｣ ､ D 区分 ｢ 人 ･ 生活と科学や技術の かか わり｣ と

い う 4 つ 概念形成 の 柱を設定す る ことができた｡

算数科の幼 ･ 小 ･

申達携カリキ ュ ラ ム に お い て は ､ ｢ 数概念｣｢ 量概念｣｢ 空間概念｣｢ 関数概念｣ と いう

4 つ 概念形成の 柱を設定す る ことがで きた｡

｢ 科学探究科｣ の ′ト 申達携 カリ キ ュ ラ ム にお い て は ､ 概念形成を柱にせず､ ｢ 科学的な感性｣｢ 科学

的 なもの の 見方 ･ 考え方｣ に つ い て の 連携を重視す る こ とが大切 である ことが見えて きた｡

しか し
､ ｢ 自然科学科｣ ､ 算数科 ､ ｢ 科学探究科｣ の それぞれにお い て ､ ｢ 科学的な感性｣｢ 科学的なも

の の 見方 ･ 考え方｣ が ､ 幼稚園 ､ 接続期､ 小学校､ 中学校の それぞれ の 保育活動 ､ 教科等にお い て ､
ど

の ように系統的に は ぐくまれて い くの かを明 らか にで きて い な い ｡

見直しを進めて きた活動 ･ 単元関連表をもとに ､ 各教科等の 年間指導計画を修正 し ､
それを実践 ･ 検

証して い かねばならない ｡

4 ｢ 感性｣｢ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ を働かせ る学習過程の作成

｢ 感性｣｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働かせ る学習過程に つ い て は ､ 第1 章 ( P 9 -

) に まとめ た｡

今後は ､ 各教科等にお い て ､ 新たな教材の 開発と ｢ 科学的な感性｣｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働か

せる活動と教師の 支援を情想 ･ 具体化して い かね ばならない ｡ 各教科における教師の 働きか けにお い て大

切 にすべ き視点を以下 に示す｡

○学習対象と子 どもの 出会い の 段階

五感を使 っ てかかわれる ように し､ 既有の 概念 ･ 認識 ･ 価値観をゆ さぶ る活動を組織し､ 子どもが学

習対象に対す る ｢ 感性｣ を働かせ る こ とがで き るようにす る ｡

○問い の 焦点化の 段階

探究の 経験を想起させ ､ 仮定的な思考をさせ る場を設定し､ 子どもが科学的に探究しようとする ｢ 感

性｣ を働かせ る ことがで きる ようにす る ｡
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○問し ､ の解決に向けて 学習を進め る段階

分析的な思考力や総合的な思考力を働かせ るため の 思考方法を促す実験
･ 観察や作業プリ ン ト､ 仲間

との かかわりの 場を設
J

jg し､ 子 どもが ｢ 科学的なもの の 見方
･ 考え~方｣ を働かせ る ことがで きる よう に

す る ｡

5 評価活動の充実

第1 年次研 究 におい て ､ 地域 に信頼され る特色ある学校づ くりを口指し ､ 評価活動の 充実に取り組ん で

きた｡

,,
L
i_体的に は ､ 価 ｢ 評価の 対象を どの ような こ とに して い くか (評価の 対象の 設定)｣ ② ｢ 評価の ため の

方法を どうす るか (評価方法の 開発)｣ ③ ｢ 数値化したことを どの ように考察して いくか ( 分析方法の 開

発)｣ の 3 点から研究を進めて きたの で あ る ｡

第1 点臼の 評価の 対象に つ い て は ､ ｢ 学校生括満足度｣ ､ ｢ 確かな学力｣ ､ ｢ 科学的な感性､ 科学的なもの

の 見方 ･ 考え方｣ と した ｡

学校の 教育課題 に挙げられ ､ ど こ の 学校で も取り組まれて い る ｢ 確か な学力｣ に 加えて ､ 学習意欲､ 学

習 へ の 構え ､ 仲間との かかわり等の 自ら学ぼうとす る態度を とら える学校生清浦足度 ､ 学校の 特色を表す

｢ 科学的な感性 ､ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ を ､ 評価の 対象として 設定した ｡

第 2 点目 ｢ 評価方法の 開発｣ に つ い て は ､ 特色として設定した ｢ 科学的な感性､ 科学的なもの の 見方 ･

考え方｣ は ､ 従来の ペ
ー パ ー テ ス トで は測定する の が難しい 評価対象で ある こ とか ら ､ ｢ パ フ ォ ー マ ン ス

テ ス ト｣ や ｢ 幼 ･ 小
･ 中共適意識調査｣ の作成を行い ､ 新たな評価方法の 開発を進めた｡
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開発を進めてきた結果 ､
わたしたち の 求め る 生活文脈に沿 っ た ｢ 生 きて働く思考力｣ の 評価ができ つ つ

ある と考える ｡

評価した ｢ 科学的な感性｣｢ 科学的 なもの の 見方
･ 考え方｣ は ､ 他 の 3 観点と合わせてプ ロ フ ィ

ー

ル に表

す ことで他の 3 観点との 関連 を見たり ､ 単元 ごとに表すこ とで ｢ 感性 ､ 科学的なも の の見方 ･ 考え方の は

ぐぐみ｣ を時系列で 評価したりして ､ 教育課程評価の 資料として い る ｡

関心 ･ 意欲

知識 ･

理 解 /

技能 ･ 表現

I (
- ､ 科学的 な感性 知識 ･

理 解 /

㌧ 科学的 なもの の

見方 ･考 え方

ー 51 -

関心 ･ 意欲

- 科学的 な感性

･

ン 科学的な も のの

見方･ 考 え方



幼 ･ 小 ･

中共適意識調査は ､ 調査項目を ､ ｢ 科学的な感性｣ と ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ として ､

幼 ･ 小 ･ 中 の 職員全員で考え ､ 集約を行い ､ 作成 した｡ 意識調査を数値化す る こ とで ､ 幼 ･ 小 ･ 中1 2 年間に

おける ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ の はぐぐみ を見たり ､ 年度ごと の 変化を見たり ､ 他

校との 比較を行 っ たりして きた｡

第3 点目 の 分析方法の 開発で は､ 基礎学力と共通意識調査との 相関をと っ て 考察を進めてきた ｡

特色ある学校づ くり に取り組むとき ､ 重点をかけたことと基礎学力との 関係は大きな課題 となる ｡ 重点を

かける こ とによ っ て基礎学力が落ちて い れば ､ 重点をかけた ことその もの が地域や保護者に受け入れられな

い からである ｡

意識調査と標準学力テ ス トとの 相関の ちらば

りを分析して いくと､ 意識調査 の 平均得点の高

い 子 どもは標準学力テス トの得点も高い ことが

わか っ てきた ｡

こ の ことから ｢ 科学的な感性｣｢ 科学的なもの

の 見方 ･ 考え方｣ を はぐくん で いくこ とにより

基礎学力も向上 して い くの で はない かという仮

説をも つ に至 っ て い る ｡

今後は ､ 特色あ る学校づく りを受けた､ 評価

対象の 設定 ､ 評価する方法の開発 ､ 分析方法の

開発をさらに進め ､ 3 校園の 目標である個性的

で 人間性豊か な子どもを求めて ､ 評価活動をさ

らに充実して い きたい と考えて い る ｡
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幼 ･

′ト 申達携研究主題 を受け つ つ も ､ 小学校の 教育目標と の 関連を重視しながら ､ 第1 年次の 研究を進

め て きた｡

伝統的に本校は ､ 指導法研究 に力を入れて きた学校で ある ｡ 教育課程研究に本格的に取り組ん だの は ､ 研

究系譜の 中で も新しい 挑戟で あ っ た ｡

教育課程研究に踏み込むこ とで ､ 学校の 特色ある教育活動全体を通 して ､
どの ような子どもをめ ざし､ ど

ん な内容を ､
どの 学年で ､

い つ 頃 ､ 何時聞か けて 取り組むの かとい う点にまで留意し､ 授業研究を行う必要

が 出てきた ｡ 教育課程の 編成 の 難しさを改め て 感じた 1 年間で あ っ た｡

残された課題 は多い が ､ 第2 年次に向けて ､ 以下 の ような課題 が見えて きて い る ｡

○教科ら しい ｢ 感性｣｢ 科学的なもの の 見方
･ 考え方｣ の はぐくみ をめざし ､ 支援を整理する ｡

o ｢ 関心 ･ 意欲 ･ 態度｣ ､ ｢ 科学的な感性｣ ､ ｢ 科学的 なもの の 見方
･ 考え方｣ の措き分けをする ｡

○科学系教科以外の パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス トを開発する ｡

○各教科等の 年間指導計画の 修正
･ 実践 ･ 検証をする ｡

○総授業時数増に な っ て い る教育課程を ､ 標準の 総授業時数に修正 して いく｡

○時数減教科等の 学力の 定着を図り ､ そ の 影響を検証す る ｡
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